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1 は じ め に

平成 3年 9月 28日 (1991年)の台風第19号による落下リ

ンゴの大半が果汁用の原料として処理された。しかし,落

下が収穫期のかなり前であること等から,JASに定める
リンゴ天然果汁としての基準含有量を満たせる力心 配され

た。

そこで落下リンゴを室温及び冷蔵貯蔵し,果汁成分含量

を経時的に測定して」ASの基準含有量を越えるかをみた。
同時に,貯蔵中の腐敗によるリンゴの廃棄量を調査した。

2実 験 方 法

9月 28日 に落ドしたリンゴの中から10月 9日 (落下11日

後)ま でにりんご試験場の 1号園及び長坂圃場から集めら

れた8品種を供試した。これらリンゴを普通 (室内・ 4月

末まで)及び冷蔵 (0℃・ 6月 末まで)で貯蔵した。

果沖成分分析用として7～ 10果を除皮,除芯後家庭用ジ,一

サーで搾汁し,M2の ろ紙でろ過し,」 ASの公定法によ

り可溶性固形物,酸 ,ア ミノ態窒素及び灰分を測定 した。

腐敗による廃棄量調査には130～ 300果供試し,果実腐敗菌

によって病変部が 5mを越えたもの,及び果肉の崩壊 した

ものを廃棄リンゴとし,廃棄率を求めた。これら調査は約

20日おきに行ったが,表には成績の一部を示した。

3 実験結果及び考察

供試したリンゴの熟度を赤道部のヨードでんぶん反応

(完全染色を5,染色なしを0と する 6段階)で調べ,そ
の結果を表 1に示した。10月 9日 に `紅玉 ' .ジ ョナゴー

ルド'`北斗.はすでに 1段階となっており,収穫時期の

遅い `陸奥' `王林'が 3段階であった。 10月 9日 の果汁

ではでんぶん反応指数の比較的高かった `王 林' `ゴ ール

デン・デリシャス'にでんおヽも臭が感じられた。でんぶん反

応指数は貯蔵中に低下し,特に普通貯蔵下で急激であった。

果汁の可溶性固形物含有量は10月 9日 に各品種とも12%

を越えており,貯蔵中に大きな変化は見られなかった。貯

蔵方法の違いも明らかでなかった (表 2)。 可溶性固形物

のJAS基準含有量は10%であり,収穫期前の落下リンゴ

であるにもかかわらず基準含有量を越えていた。

酸含有量は貯蔵中に減少し,普通貯蔵で貯蔵初期の減少

が大きかった。酸含有量の減少にともない,貯蔵後半にな

るとJAS基準含有量である02%以下のものがみられ ,
5月 1日現在,普通貯蔵果では `王林 ' `ス ターキング・

デリシャス'及び `ゴールデン・ デリシャス'が ,冷蔵貯

蔵果では `王林'及び `ス ターキング・デリシャス'が基

準含有量を下回った (表 3)。

アミノ態窒素含有量は貯蔵中に一旦減少したが,貯蔵後

半に多くの品種で増加する傾向がみられた (表 4)。 アミ

ノ態窒素の基準含有量 6mg%を ほぼ満たしていたのは普
通貯蔵下の `ス ターキング・ デリシャス'のみであった。

他の品種が基準含有量に満たない理由として,り んご試験

場 1号園産のリンゴは例年アミノ態窒素含有量が低い
いた

めであると考える。

灰分含有量はどの品種も03%前後で,灰分の基準含有

量016%を越えていた。経時変化に一定の傾向がなかった。

果実の累積廃棄率は普通貯蔵下で高かった。冷蔵貯蔵下

では6月 30日現在 `紅玉'を除くと20%以下で (表 5),

落下果実であっても冷蔵により長期貯蔵が可能であった。

したがって,味と腐敗による果実の廃棄量を考えると、

表 1 ヨードでんぷん反応の経時変化

ヨードでんぶん反応指数

品種 男饉 調査日

10/9  10/29 11/21 12/10 12/28  1/24

020  005  005  0     0
0 85   0 30   030   0 22   0 06

1 15   065  025  022  006
2 65   1 60   1 90   1 35   1 15

030  0     005   0     0
090  040  035  010  005
061   005   0 05   0      0

240   1 55   1 15   085  040

0     0     0     0     0

0 17   0 05   0 06   0      0

045   0     0     0     0

280  095  065  055  0 10
0 75   0      0      0      0

2 65   1 50   1 30   1 00  040

040  0     0     0     0
225   1 10  075  065  030

紅玉 落薔

SD 
落薔

JG 
蔵聾

GD 募霞
JヒJ  ;:1:

陸奥 落響
王林 落醤
`ヽ

じ
 落握

1 40

2 85

117

注  SD:ス ターキング・デリシャス, JG:ジ ョナゴー
ルド,CD:ゴ ールデン・ デリシャス
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表 2 可溶性固形物含有量の経時変化 表4 アミノ態窒素含有量の経時変化

品種 男雇__=____― 調査日
10/9  10/29 12/26  3/5 5/1 10/9  10/29 12/26  3/5   5/1   7/1

可溶性固形物含有量 (Brix %) アミノ態窒素含有量 (■g/100g)

品種 男薩 調査日

続 驚
お2据
ti:髯《

126  -
12 8   124

123  -
124   12 1

124  -
13 1   12 4

138  -
14 0   14 1

115  -
12 2   11 7

127    -
126   129

126  -
128   12 1

127  -
130   130

5 4    4 3    3 1

4 8    4 9    5 2

6 2    6 0    5 6

5 4    4 3    2 9

35   32   17
2 9    2 1     1 4

25   18   25
23   18   18
57   46   40
6 9    48    5 8

3 7    2 9    3 7

3 4    2 6    1 7

3 5    4 5    3 7

4 5    2 7    2 6

80   37   40
5 2    4 6    3 9

40  -
35  31
67  -
3 7    3 8

27  -
16   36
27  -
11  15
54  -
40   43
77  -
2 4    3 3

64  -
19   26
51   -
3 3    6 6

紅玉
普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

SD 
落爆

」G 
薄響

GD 薫霞
Jヒ斗 落握

陸奥 薄醤
王林 落響
ふじ落霞
27潮
悌 漑

12 3   128   12 3   12 3

125   12 1   125

13 7   134   12 7   12 2

134   133   128
139   145   146   146

149   143   144

12 5   12 0   11 6   12 0

11 8   11 0   12 0

128   13 1   129   126

13 1   125   125

125   130   124   126

12 6   13 1   130

SD

」G

GD

料

駆

琳
67

37

79

お、じ

注 SD:ス ターキング・デリシャス, JG:ジ ョナゴー
ル ド, CD:ゴ ールデン・ デリシャス

表 3 酸含有量の経時変化

酸含有量 (g/100g)
調査日

注  SD:ス ターキング・デリシャス, JG:ジ ョナゴー
ルド, GD:ゴ ールデン・デリシャス

表 5 リンゴの累積廃棄率

累積廃棄率 (%)
品種 男憂 調査日

3/4 4/30

蔵
法
貯
方種口ｍ
10/9  10/29 12/26  3/5   5/1   7/1 10/30   12/27

紅玉
普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

普通

冷蔵

SD

ふ じ

043

紅玉

JG

053  046  044  035    -
068  059  051   045  038
022   021   021   0 15    -

025   028  021   0 18  0 13

037 031  028 025  -
042  036  031   025  0 18
033  028  023   0 18    -
043  034  029  022   0 17
026  022  024  022    -
032  030  026  021   0 19
035  030  026  020    -
043  038  031   028  020
024 020 016 014  -
028  024   0 18  0 16  0 10

035  028  024   021    -
038  032  029  020  0 15

譴璽気1     1 7    19 0

冷蔵  0   88
普通  28  119
冷蔵  0   09
普通  28  167
冷蔵  11  38
普通  27  179
冷蔵  0   14
普通  146  343
冷蔵  07  14
普通  29  178
冷蔵  11  34
普通  54  226
冷蔵  0   11
普通  0   186
冷蔵  09  89

267  517   -
139    332    495

31  36   81
300  506   -
82   115   148
295  616   -
2 8      2 8     9 8

445   642    -
1 4     7 1    149

310  592   -
5 6      7 9     14 7

354   700   -
34   79  200
214  373   -
65    69    91

SD

GD

料

醸

琳

JG

GD

斗

　

奥

　

林

北

　

陸

　

王

042

ふ じ

注 SD:ス ターキング・デリシャス, JG:ジ ョナゴー
ルド, CD:ゴ ールデン・ デリシャス

落 ド後は果実のでんぶんの減少を待って普通貯蔵果を,そ
の後冷蔵貯蔵果を使用する方法が合理的と考えられた。

4 ま と め

平成 3年 9月 28日 に落下したりんご試験場 1号園及び長

坂圃場産リンゴの果汁成分を経時的に測定した。可溶性固

形物含有量は変化が少なく,酸含有量は減少した。アミ/

注 SD:ス ターキング・デリシャス, JG:ジ ョナゴー
ルド, CD:ゴールデン●デリシャス

態窒素は減少後,再び増加傾向を示した。アミノ態窒素を

除く他の 3成分はJASの基準含有量をほぼ満たしていた。
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